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(Stimulus Onset Asychrony : SOA )をおいて，マスキングパターンが 500m s 提示される口テスト
パターンには， 0 から 10までのドットがランダムに配置されたランダムパターンと 5 から 10までのドッ
トが 2 ツないし 3 ツのグループにまとめて配置された群化パターンがある。 SOA は 100m s と 250
ms ，およびマスキングパターンの提示されない場合 (no-mask 条件)の 3 種類である。テストパタ







(1 )分裂病患者群の報告数および正答率は， no-mask 条件では正常者群と有意差はなかったが， SOA 
が 100m s と 250ms では，正常者群に比べて有意に低下した。乙れは，患者群では SOA が 100
ms および 250ms の時には，テストパターンの情報を Visual Information Storage (V 1 S )から
次の貯蔵構造である visual Short Term Memory (visual S T M )へ転送し終える前R: ，新たな'情
報としてマスキングパターンが加わるために， visual image の形成が妨害されるためと考えられるo
とのことから，分裂病患者群では VI S から visual S T M への情報の転送速度に障害があると推定
された。
(2) SOA が 250ms および no-mask 条件の時'c ， 正常者群と分裂病患者群の反応時間では，両群iζ
























本研究により，分裂病患者では， Visual Information Storage から visual Short Term Memorγ 
への'情報の転送速度に障害があり， visual Short Term Memory からの比較照合過程には障害がない
乙とが示された。
本研究は，分裂病の病態の解明に，新たに有用な知見を加えたものとして，学位論文に値すると思わ
れる。
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